
雑誌『小児内科』49 巻（2017 年）増刊号　小児臨床検査のポイント 2017
IV．血液凝固・線溶系検査　1．血液凝固検査
　3）プロトロンビン時間，活性化部分トロンボプラスチン時間（福島紘子先生，pp95～98）
の図 3 に誤りがございました。お詫び申し上げますとともに，下記の通り訂正いたします。

お詫びと訂正お詫びと訂正

【誤】 【正】
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雑誌『小児内科』49 巻（2017 年）増刊号
谷田けい先生論文「（Ⅳ．免疫・アレルギー検査）免疫グロブリン―IgG，IgG サブクラス，IgA，
分泌型 IgA，IgM，IgD」（273〜277 頁）に下記のとおり誤りがございました。
お詫びをして訂正いたします。

277 頁，右段 1〜3 行目
【誤】IgG サブクラスは IgG1 を除く IgG2，IgG3，IgG4 それぞれの検査は保険収載されている。
⇩
【正】IgG サブクラスは IgG1，IgG3 を除く IgG2，IgG4 それぞれの検査は保険収載されている。

お詫びと訂正



雑誌「小児内科」49 巻（2017）増刊号　小児臨床検査のポイント 2017
後藤正博先生論文「Ⅺ．内分泌・代謝検査　3．副腎皮質機能検査　アルドステロン，レニン」
（464〜466 頁）に下記のとおり誤りがございました。お詫びをして訂正いたします。

お詫びと訂正

表 1　PRA，血漿アルドステロンの年齢別基準値

PRA
（ng／mL／時）

アルドステロン
（pg／mL）

生後 0～6日 8.8±8.7 62.7±48.5
7～27 日 7.4±3.7 52.2±23.5
1～2か月 5.7±3.0 38.2±21.0
3～5か月 3.5±2.0 29.9±19.0
6～11 か月 2.6±1.4 17.4±9.6
1～2歳 2.1±1.1 14.2±7.6
3～5歳 1.8±1.0 11.4±6.5
6～8歳 1.4±0.6 9.7±4.5
9～11 歳 1.3±0.6 9.6±4.6
12～15 歳 0.9±0.4 7.4±2.2

（平均値±標準偏差）
� （勝又5），2004より一部改変）

表 1　PRA，血漿アルドステロンの年齢別基準値

PRA
（ng／mL／時）

アルドステロン
（pg／mL）

生後 0～6日 8.8±8.7 627±485
7～27 日 7.4±3.7 522±235
1～2か月 5.7±3.0 382±210
3～5か月 3.5±2.0 299±190
6～11 か月 2.6±1.4 174±96
1～2歳 2.1±1.1 142±76
3～5歳 1.8±1.0 114±65
6～8歳 1.4±0.6 97±45
9～11 歳 1.3±0.6 96±46
12～15 歳 0.9±0.4 74±22
（平均値±標準偏差）
� （勝又5），2004より一部改変）

【正】【誤】

⇒



お詫びと訂正
雑誌『小児内科』49 巻（2017 年）増刊号　小児臨床検査のポイント 2017
Ⅲ．血液一般検査 ―1．赤血球検査「赤血球数，ヘモグロビン，ヘマトクリット，赤血球恒数，
赤血球の形態，網状赤血球」（横須賀とも子先生，61～64頁） に誤りがございました．お詫び申
し上げますとともに，下記の通り訂正いたします．

62頁　右段 2～4行目
【誤】
網状赤血球絶対数
＝網状赤血球比率（％）×R（×104/μL）
補正網状赤血球数 =網状赤血球比率（％）×Ht/45
↓

【正】
網状赤血球絶対数
＝網状赤血球比率（％）/100×R（×104/μL）
補正網状赤血球数 =網状赤血球比率（％）/100×Ht/45


